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研究シーズの概要  

救急車による搬送では、傷病者の容態を悪化させることなく安全にかつ迅速に病院まで搬送することが求められます。

そのためには、傷病者に振動を与えないことが重要となります。本シーズでは、振動の低減を目指し、サスペンションの硬さ

制御および振動の根本要因である劣化した路面の位置特定と修繕優先度の決定法に関する技術を提供します。 

研究シーズの詳細  
 

◆予測調整型サスペンション制御◆ 

【特許第 7127839 号】 

 

路面から伝わる振動は、患部からの再出血を引き起こ

す危険性があります。振動発生後の対応では遅いため、

発生前に振動吸収率を最大にする予測調節式セミアク

ティブサスペンション技術を開発し，救急車の防振ベッドに

適用しました。開ループ制御で実現されるため、制御系を

シンプルに構成できるのが特徴です。 

 

◆道路修繕順位決定◆ 

【特許第 6989127 号】 

 

救急車の振動を抑える最も効果的な方法は、劣化し

た舗装路面を修繕することです。本シーズでは、その劣

化箇所の特定ならびに修繕に向けた優先順位付けの技

術を提供します。 

 

上図は、救急車の走行データから得られた振動発生地

点と修繕優先順位を地図にマッピングしたものです。信

頼ある結果を得るためには、最低 1.5 ヶ月分のデータが

必要となります。同様の取り組みを、路線バスの走行デ

ータに対しても行いました。 

応用例・セールスポイント  

◆乗り心地の改善に向けた救急車・バスのサスペンションの硬さ制御 

◆低価格車向けの低コストかつ省エネ型のセミアクティブサスペンション 

◆救急車・路線バスを活用した路面診断 
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